
改正案該当項目 改正内容 改正の趣旨

第２条
「子どものための教育・保育給付保育認
定申請書兼保育施設・事業利用調整申込
書」の略称規定を追加

文言整理

第３条第２項

「利用調整に必要な書類」に添付書類が
含まれること、保健福祉センター所長が
必要があるときは補正指示を行えること
を明記

行政手続法上の保健福祉センター所長による補正権限を本
要綱においても明文化する。

保育利用調整基準
(1)基本点数表

事由「1.就労」、「2.就労内定」及び
「9.ひとり親」における就労の評価基準
を月間の就労時間数に一本化

事由「１.就労」、「２.就労内定」及び「９.ひとり親」
においては、就労証明書の国の標準的な様式及び多様な働
き方への対応として、就労の評価基準を月間の就労時間数
に一本化する。
　なお、本項目の改正にかかる適用項目の判断基準は、本
案の備考６のとおり。

保育利用調整基準
(1)基本点数表

「12.転所希望」において、適用対象を追
加

保育施設（保育所・認定こども園）から地域型保育事業へ
の転所希望についても、本項目の趣旨・目的を踏まえ、原
則として適用対象とする。
　なお、本項目の改正に係る経過措置については、本案の
注釈※７のとおり。

保育利用調整基準
(1)基本点数表（備考の１）

基本点数表における基準日に関する注記
を備考の１とする。

規定整備を行うもので、これに伴い、備考の項番を繰り下
げる。

保育利用調整基準
(1)基本点数表（備考の６）

事由１、２及び９における基本点数表の
適用に係る判断基準の明記

「就労」等に該当する際の項目への適用基準を明確化す
る。

保育利用調整基準
(1)基本点数表（備考の７）

育児休業中の場合における就労時間の判
断基準について補記

育児休業中の場合の就労時間の適用基準について、就労実
態を踏まえ、但し書きを加えて就労実態等による判断も可
能とするほか、文言整理を行う。

保育利用調整基準
(1)基本点数表（注釈の※２）

利用調整に必要な書類の不備に係る取扱
いを明記

利用調整に必要な書類に不備があった場合の取扱いを明文
化するほか、基本点数表の今回改正に応じた規定整備を行
う。

保育利用調整基準
(1)基本点数表（注釈の※７）

転所希望の適用対象を追加することに伴
う経過措置を新設

「12.転所希望」の今回改正に関わって、今回改正前の利
用調整により入所した児童（令和８年３月31日までに保育
施設の利用を開始した児童）の転所希望に係る本項目の取
扱いにおいては、経過措置を適用することする。

保育利用調整基準
(2)調整基準表（備考）

調整指数表における基準日に関する注記
を備考とする。

規定整備

保育利用調整基準
（3）順位表

「就労」における「三親等以内の親族以
外からの雇用」と「三親等以内の親族か
らの雇用」の優先順位の統合

就労証明書の国の標準的な様式への対応の一環として、順
位の１の「②就労（三親等以内の親族以外からの雇用）」
と「③就労（三親等以内の親族からの雇用）」の優先順位
を統合する。
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